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キャベツ・ブロッコリーにおける
セル成型育苗の管理ポイント
片岡　真由子

　近年、夏期の異常高温によりキャ
ベツやブロッコリーの育苗時のトラ
ブルが増えつつあります。特に、昨
年は暑さで生育不良が引き起こされ
たり、苗が焼けてしまう事例が見ら
れました。そこで、夏期高温時にお
けるセル成型育苗の管理ポイントを
紹介します。
１.発芽までの管理
　は種後には十分にかん水を行い、
乾燥を避けましょう。
　かん水が不十分だと種子の吸水に
バラつきがみられ、発芽率が低下し
ます。
　直射日光を避け、風通しの良いと
ころにセルトレイを積み上げま
しょう。
　は種後は、風通しが良く直射日光
の当たらない場所にセルトレイを積
み上げて発芽を促します。また、ス
ポットクーラー等を利用して発芽適
温で管理することで、発芽揃いや発
芽率の向上が期待できます（写真
１）。

　芽切り後の急激な温度変化を避け
ましょう。
　芽切りを確認したら、急激な温度
変化を避けるために気温の低い夕方
にセルトレイを広げます。キャベツ
は24～36時間程度、ブロッコリーは

24時間程度を目安とします。朝にセ
ルトレイを広げる場合は、乾燥防止
のため白色寒冷紗で１日覆い、急激
な温度変化を避けましょう。
２.苗場での管理
　かん水は午前中に行い、夕方には
培土の表面が乾くように調節しま
しょう。
　発芽後の水は基本的に午前中に行
いますが、この暑さでは、昼頃には
乾いてしまいます。乾いている部分
を中心に、午後にも全体に葉水を打
ちましょう。ただし、夜間に水が多
く残ると徒長や病気の原因となるた
め、夕方には培土の表面が乾くよう
水分量を調節します。また、並べた
セルトレイの外側に位置する部分は
乾燥しやすいので、苗の揃いを良く
するために適宜外側と内側を入れ替
えます。
　育苗ハウス内の風通しを良くしま
しょう。
　育苗ハウス内には熱気がこもりが
ちなので、風通しを良くしてハウス
内温度を少しでも下げましょう。ハ
ウス内が暑くなりすぎる場合には、
風通しを優先するために開口部の防
虫ネットは取り外し、薬剤などによ
る害虫対策を行いましょう。また、
扇風機でハウス内の空気を動かした
り、今年、一部で話題になっている
「簡易外気導入システム」を設置し
てハウス内環境を改善するのも良い
でしょう。
　遮光資材を利用しましょう。
　人が強い日差しの下で過ごすのは
つらいように、日差しが強すぎる環
境は植物にとっても厳しい状況です。
生育初期で日差しが強いときには、

白色寒冷紗等で遮光しましょう（写
真２）。ただし、気象条件によって
は遮光により徒長してしまう可能性
もあります。一方で、昨夏は遮光資
材を外すと、日差しが強すぎて苗が
焼けてしまったケースも見られまし
た。天気と苗の状態をよく見て、こ
まめに遮光の有無を調整しましょう。
　また、光合成に必要な可視光は通
過させ、熱源となる赤外線を遮る
「遮熱資材」を活用するのも良いで
しょう。
　根張り促進剤を活用しましょう。
　昨夏は非常に暑く、セル苗の根鉢
の形成が遅れ、なかなか定植でき
ない事例が多く見られました。は種
から約２週間後の液肥処理時に、ソ
イルサプリエキス（100～200倍、
500ml/セルトレイ）などの根張り促
進剤を混用すると根鉢がしっかり形
成されます。
３.まとめ
　異常ともいえる高温下で育苗管理
をするには、残念ながら、どれか一
つだけ対策を取れば十分とはなりま
せん。複数の対策を積み重ね、少し
でも栽培環境を改善することが重要
です。苗の生育状況等をよく観察し、
こまめな管理を心がけ、健全な苗を
計画どおりに作りましょう。
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写真２　白色寒冷紗での遮光写真２　白色寒冷紗での遮光
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